
 

支払基金統一事例 

【 投薬 】 

 

４３６ 抗ウイルス薬の併用投与（単純疱疹）について 

 

《令和７年１月３１日》 

 

○ 取扱い 

 

① 単純疱疹に対する次の抗ウイルス薬の併用投与は、原則として認められ

る。 

⑴ ビダラビン（アラセナ－Ａ軟膏等）【外用薬】とアシクロビル（ゾビラ

ックス錠等）【内服薬】 

⑵ ビダラビン（アラセナ－Ａ軟膏等）【外用薬】とアシクロビル（ゾビラ

ックス点滴静注用）【注射薬】 

② 単純疱疹に対する次の抗ウイルス薬の併用投与は、原則として認められ

ない。 

⑴ アシクロビル（ゾビラックス錠等）【内服薬】とアシクロビル（ゾビラ

ックス点滴静注用等）【注射薬】 

⑵ アシクロビル（ゾビラックス錠等）【内服薬】とビダラビン（アラセナ

－Ａ点滴静注用）【注射薬】 

 

 

○ 取扱いを作成した根拠等 

 

単純疱疹に対する抗ウイルス薬の治療は、内服薬による全身投与が基本で

あり、軽症例に外用薬、重症例に注射薬を投与するが、重症度や治療効果に応

じて、内服薬、外用薬、注射薬を組み合わせた併用投与を実施する場合がある。 

一方、内服薬と注射薬の併用は、強力な治療が必要な場合や内服薬のみの投

与では効果を期待できない場合に限られ、薬効薬理が同様の医薬品の場合の

併用投与は過剰と考えられる。 

以上のことから、単純疱疹に対する上記①の抗ウイルス薬の併用投与は原

則として認められるが、上記②の抗ウイルス薬の併用投与は原則として認め

られないと判断した。 

 

 

支払基金・国保統一事例 


